
2008 年度 

 

科目名 
 

社会学概論A 

対象学科・学年 
  文学部文財1回生  
   
   
   

担当者 
 

山口 暁 

授業テーマ 
 「社会学的なものの見方、考え方」と「社会と人間」の関係についての理解 
授業の概要と目標 

 一般教養として学ぶ人にも、社会福祉を目指す人にも必要な基礎教養として「社会の意味、その中で現実に

生きている個人（＝自己）、家族、これらを取り囲む地域社会の意味と役割の相互関連性、更には現代社会特有の

社会問題について」基本的な概念と内容の理解のために学ぶこと 

評価方法 
 授業への参加度（特に、時間内レポートの評価）課題レポート及び期末テストを含む総合評価 

テキスト 
 使用しない 

著者 
  

出版社 
  

参考書    
 三訂版・社会福祉養成講座「社会学」 

       「バーガーの社会学」 
       「にっぽん部落」 

著者 
 
バーガー＆バーガー 
きだみのる 

出版社   
中央法規 

  学研 
  岩波新書 

授業スケジュール・内容          
           

１． 現代社会の特質               

２． 現代社会と個人の位置づけ          

３． 社会的存在としての人間          

４． パーソナリィティと社会化         

（パーソナリィティの捉え方－社会学的に）     

５． パーソナリィティに関連する諸要因について  

（特に文化・社会・経験・集団に）ついて）   

      ６．自己の起源と社会化（養育されるということ）    

   ７．クーリーとミードの「自己」概念          

 ８．家族の定義             

 ９．歴史の中の家族                  

１０．構造と形態                  

        １１．家族の定義                   

１２．現代家族の変容 

       １３．家族と地域社会 

    １４．社会保障・社会福祉と家族              

１５．精神障害者と家族 

以上は一応の目安です。実際の時間数に応じて前後関連項目を関係づけて講義することもあります。 

 

 


